
令和５年度 第２回天竜区協議会 

次第 

日時：令和５年５月 25 日（木） 

午後２時 00 分から 

会場：天竜区役所 21･22 会議室 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 区長あいさつ 

４ 議 事 

（１）協議事項 

令和４年度天竜区地域力向上事業「市民提案による住みよい地域づくり

助成事業」の事後評価について【資料】 

（２）その他 

      地域課題 

５ その他 

次回開催予定 

     日時 令和５年６月 22 日（木）午後２時 

     会場 天竜区役所 21･22 会議室 

６ 閉 会





 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 
令和４年度天竜区地域力向上事業「市民提案による住みよい地域づくり

助成事業」の事後評価について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

地域力向上事業は、市民協働の理念のもと地域課題の解決

により地域力を向上し、住みよい地域社会を実現するため、

市民等の提案に基づき実施している。 

令和４年度の地域力向上事業「市民提案による住みよい地

域づくり助成事業」は以下のとおり。 

提案件数 実施件数 補助額

助成事業 ４件 ４件 3,463 千円

対象の区協議会 天竜区協議会 

内  容 

前年度の地域力向上事業が全て完了した際は、浜松市地域

力向上事業実施要綱第10条に基づき、天竜区行政推進会議と

天竜区協議会で事後評価を行うこととされている。 

天竜区行政推進会議における評価が完了したため、天竜区

協議会において評価を実施するもの。 

（詳細は別紙のとおり。） 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

協議後、事業実施内容や評価結果等を区のホームページで

公表する。 

担当課 天竜区区振興課 担当者 大石 訓康 電話 922-0013 

【資料】
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令和４年度　天竜区地域力向上事業事後評価一覧表

事業内容

事業費
（円）

補助額
（円）

区
ら
し
さ

達
成
度

必
要
性

費
用
対
効
果

区行政推進会議の評価コメント

１　芸術祭（インスタレーション）の開催

　(1) 日　　時　令和４年４月８日(金)､９日(土)､ 10日(日)
　(2) 会　　場　利修庵・田中邸（天竜区熊）
　(3) 内　　容　ミュージックライブ、市内団体による盆踊り、
　 　　　　　 　コンテンポラリーダンス、
　　 　　　　 　海洋冒険家鈴木氏によるトークショー、
　　 　　　 　　飲食雑貨販売など
　(4) 来場者数　 231人

２　インスタレーション報告会

　(1) 日　　時　令和５年１月29日（日）
　(2) 会　　場　利修庵・田中邸（天竜区熊）
　(3) 内　　容　ショートムービー＆写真パネル展示
　(4) 来場者数　12人（宣伝不足のため）

1,803,252 901,000 Ａ Ａ Ｂ Ａ

　地域住民と出身者との交流に加え、地域外への情報発信から交流
人口の増加や地域の魅力の再発見につながる事業として評価します。
この事業がきっかけとなり、今後交流人口が増加することを期待し
ます。

　ミュージカル「森のポスト」の創作体験及び公開リハーサルを実施
した。

１　創作体験

　(1) 会場　天竜壬生ホール、光明ふれあいセンター
　　  実施　全13回

２　公開リハーサル

　(1) 会　場　天竜壬生ホール
　(2) 実施日　令和４年10月２日（日）
　(3) 観客数　238人（コロナ対応のため会場定員の50％で実施）

３　延べ参加者　966人（69人×14回）

1,376,310 688,000 Ａ Ｂ Ａ Ａ

　天竜区の地域資源である森林をモチーフとした事業であり、次世代
を担う子どもたちの森林や林業への関心を深めることができた事業と
評価します。今後も、子どもたちの育成のため、創作体験事業が継承
されることを期待します。

№

提案者

2

1

事業名

くんまの里
インスタレーション

リトルベアー・
アート
プロジェクト

「龍水の都」
文化体験
プログラム
実行委員会

「第７回
森林(もり)のまち
童話大賞」
ミュージカル
創作体験事業
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令和４年度　天竜区地域力向上事業事後評価一覧表

事業内容

事業費
（円）

補助額
（円）

区
ら
し
さ

達
成
度

必
要
性

費
用
対
効
果

区行政推進会議の評価コメント

№

提案者事業名

１　明治時代の郷土の先覚者「田代秋江とゆかりの人々展」の開催
　（1） 開催期間　令和４年10月２日（日）～12月４日（日）
　（2） 会　　場　鹿島船頭宿
　（3） 入場者数　220人、団体スタッフ13人

２　『壬生の郷探訪物語』の発行
　（1） 内　容  現地調査や文献を再確認して作成した、
　　　　        二俣・山東地区のガイド誌。
　（2） 規　格　B5判48頁カラー写真入り500部
　（3） 発行日　令和４年８月20日（土）
　（4） 寄贈先　市内および近隣市町の図書館、国立国会図書館、
　　　　　　　　浜松市立二俣小学校・清竜中学校ほか

３　『壬生の郷探訪物語』概要説明と情報交換会
　（1） 開催日　令和４年８月26日（金）
　（2） 会　場　二俣協働センター
　（3） 参加者　17人
　　　　　　　（天竜区・浜北区・磐田市掛塚のガイド団体、
　　　　　　　　クローバー通り商店街、天竜文化協会等の代表）

635,175 315,000 Ａ Ｂ Ａ Ｂ
住民の地域への愛着、地域の歴史や文化の継承に寄与する事業とし

て評価します。今後も、市内外への情報発信から、交流人口の増加に
つながることを期待します。

１　春野町発信のエシカル×アート×ドッグをテーマにしたイベント
　『THE NUDGE 2022』を開催。10月１日(土)はレトリーバー専門誌
　『RETRIEVER』の イベント『RETRIEVER Holiday!』、10月２日(日)
　は『DOGGY FES. Ethical Breeding & Health HALUNO』として実
　施。東海エリアを中心に北は新潟、南は神戸から２日間通じて
　約600人が集まった。

２　約30店舗集まった出店ブースには地産地消のあゆの塩焼きや椎茸
　ご飯、地元のお茶、害獣駆除された鹿を使ったジャーキーのアップ
　サイクル商品など多数のエシカル商品が販売された。

３　両日とも山々に囲まれたふれあい公園内の50m×50mの特設ドッグ
　ランと近くの気田川での川遊び、そして会場内のバラエティに富ん
　だ出店ブースのエシカル商品の買い物や食事を楽しんでもらい、春
　野町の素晴らしさを十分に満喫するとともに、初めて春野町へ来て
　いただいた方々には『春野町』を知ってもらういい機会になった。
　また、当日の開催風景を来場者がSNS等で発信することや、イベン
　トが雑誌に取り上げられたことで、今回、来場しなかった方々へも
　春野地域の魅力を発信することができた。

3,164,867 1,559,000 Ａ Ａ Ａ Ｂ
来場者数からも、このイベントに対する関心度の高さがうかがわれ

ます。イベントが地域の魅力の発信源となり、地域への来訪者の増加
につながることを期待します。

3

鹿島田代家
　交流振興会

天竜の
文化歴史を伝える
交流まちづくり事業

4

THE　NUDGE
企業組合
エシカル
リビング
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評価のポイント（助成事業） 

※評価 Ａ：高い Ｂ：ふつう Ｃ：低い

1) 天竜区らしさ 

事業の実施にあたり、天竜区固有の人材、資源などを活かせたか。より発展、強化

させることに繋がったか。

2) 事業目的の達成度 

提案時点で掲げた目的をどの程度達成したか。

3) 財政支援の必要性 

市が補助金を支出して支援を行う必要性（財政面で市の支援を必要とする事業であ

るかどうか） 

4） 費用対効果 

   事業実施により得られる効果と、かかる経費のバランスは適切か。
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